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今年の始めに企画委員会から、現在のわが国製造業の苦境打開について、工学アカデミーとして早

急に何らかの政策提言を行うべきではないかという提案があり、その検討が政策委員会で行われた結

果、両委員会の下に「製造業復活戦略タスクフォース」が設置され、筆者が委員長を命じられた。今

回まとめられた要望と提言は、もともと政府への政策提言を志向したものであったが､議論の過程で、

製造業の再生はかつてのように政府が手取り足取りで援助するのでは成功せず、企業側が自主的な自

己責任において改革していくのでなければならないという結論に達したため、企業に対しては「要

望_|、政府に対しては「提言」と言う形でまとめさせていただいた。大学の改革も政府の指示に頼る

のではなしに、各大学が自主的に進めるべきであるので、「要望」とした。

またこれまで各種機関や団体がそれぞれの立場で産業競争力の強化のための施策について提言やら

要望を提出しているので、それらと同じ事を繰り返すことを避けたいということと、個々の政策への

要望を明確にするためには十分な解析と吟味が必要であり、今回はできるだけ速やかにまとめて欲し

いとの要請があり、個々の問題の検討について十分な時間をかけることができなかったため、基本的

な考え方を提示するに止めた。事実、ほとんど時を同じくして、経済産業大臣の私的懇談会として産

業競争力戦略会議が2001年'１月に発足しており、当面の戦略構想を議論して去る５月'０日に中間取り

まとめを発表し、同１３日の経済財政諮問会議に提案している。その骨子は後掲のとおりで、タスク

フォースとしてはその内容を是と考え、むしろそれら施策の早期の実現を要望することにした。また

そのフォローアップも含めて、今後具体的な問題の検討を続けていくために、当アカデミーに定常的

に製造業問題を検討していくための組織の設置も提案した次第である。理事会でこの「要望と提言」

を審議していただいたとき、この中では理念のみが述べられており、具体的な内容がない、さらに知

的製造業の中身が明確でないというようなご意見もいただいたが、タスクフォースとしては今回は理

念を主体に方向を示し、個々の具体的な対策については今後の検討に委ねたつもりである。

なお議論の進め方としては、タスクフォースは小人数の纏め役とし、企画委員会と政策委員会の委

員全員に参加いただいた拡大タスクフオース（計4回開催）により基本的な考え方を中心に討議してい

ただいた。とりあえずの結論を６月中にまとめるよう要請されていたため、議論を効率的に進めるた

め、拡大タスクフオースでは以下の3人の講師から話題の提供を受けた。

１．経済産業省製造産業局参事官柴生田敦夫氏：製造業の現状と今後の展望

２．ソニー株式会社顧問(元副社長）鹿井信雄氏：ｎ本の製造産業を再活性化するには－ソニーの

事例紹介と課題分析

３．経済産業省製造産業局産業機械課長佐々木伸彦氏：産業競争力戦略会議中間取りまとめ

またさらに広く会員のご意見も伺うため、当会の談話サロンとして3人の有識者に下記のような講演

《可

製造業復活戦略タスクフオース委員長飯塚幸三
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飯塚幸三（委員長）川崎雅弘隈部英一丹羽冨士雄山田敏之

鐸、

ﾛ製造業再生のための要望と提言

をしていただき、質疑応答と討論を行った。それらの結果をまとめた内容が以下に掲げる「要望と提

案」である。

１．第132回談話サロン(３月28日）；日本アイ・ビー・エム㈱最高顧問

椎名武雄氏：グローバル企業から見た日本の産業の課題

２．第133回談話サロン(４月22日）フアナツク㈱ロボット研究所名誉所長榊原伸介氏：製造業を復

活させる知能ロボット

３．第134回談話サロン(５月８日）；東京大学経済学部教授藤本隆宏氏：我が国製造業における競争

力強化の一視点。

終わりにタスクフォースのメンバーを連記して、それぞれのご苦労について、また拡大タスクフオ

ースのメンバー各位のご協力に対してもこの紙面を借りて厚く感謝の意を表する次第である。

我が国経済は基本的に加工貿易に立脚しており、その主役は製造業である。実際外貨収入の大半は

製造業によるものである。しかるに、競争力のある企業が国際的に活躍している半面、従来から懸念

されていた我が国製造業の空洞化がなお進みつつある。今こそ製造業の再生を図らねばならない。し

かし、それは過去の状況を取り戻すことではない。単なる「もの作り」ではなく、サービスやブラン

ド創造等も含め、「知」を付加して新しいビジネスを創出するという「知的製造業」を志向するもの

でなければならない。

その結果として､新たな産業も含めた雇用は1990年代初頭に製造業が担っていたレベルに回復し、

維持されることが期待される。

このような状況を実現するためには、

一個人及び企業が自助努力と自己責任の原則に立って改革を進める

－社会はグローバルな大転換期にあり、それを乗り越えない限り我が国の将来はないという危機意

識を国民全体が共有する

－関係する組織やその構成員全体が専門分野別・業種別あるいは省庁別などの閉鎖的思考から脱却

する

－環境・エネルギーの制約を乗り越える製造業となることを目指す

－生活者の視点に立って、真に世界の人々が求める製品やサービスを開発・提供する

ことが強く求められる。

以上のような国全体としての改革は、すでに様々な機会に指摘されてきており、最近では、２００２

年５月にまとめられた経済産業省産業競争力戦略会議の中間答申でも「競争力強化のための6つの戦

略」として発表されている。その内容には本提言と意図を同じくする部分が多く、それらの実現を強

く期待するためにも、本アカデミーは産学に以下のような努力を払うよう要望すると共に、政府に対

して下記の施策の推進を提言する。

倒唾亀、

１.企業への要望

現在の難局を乗り切り、製造業を再生し「知的製造業」に脱皮するためには、企業自身の自助努力
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が何にもまして必要である。

○企画・構想力の強化と戦略の確立

企業は今や社会の公器であり、それにふさわしい理念の確立と実行の意思が必要である。そのため

には、新しいビジネスモデルを構築できるトップの企画・構想力と、そのリーダーシップの下で、

大胆な変更も辞さない柔軟な戦略形成が不可欠である。

○研究開発の長期的視点

市場重視を言うあまり、企業の研究開発が短期的成果一辺倒になりつつあることが懸念される。国

内外での競争力を維持するためには、継続的に新しい製品を開発し、新しいもの作りの体制を構築

しなければならない。企業が絶え間なく進化するためにも、また従来我が剛が弱いとされてきた独

創的な新分野の開拓のためにも、それらを支える重厚な支持基盤として、中・長期的視点に立った

研究開発努力が必要である。

○生産性の向上

かつては世界最強と言われたもの作りの生産性も、企画。設計から納入・販売・アフターサービス

まで含めた企業活動全体として真にベスト・プラクテイスに達しているかどうかを再点検すべきで

ある。初心に帰って他業種や外周企業から学ぶことが必要である。

○人財の育成

企業活動の最も重要な要素は人という財、すなわち「人財」である。企而・構想、研究開発、生産

性の向上のいずれにおいても、優れた人財を確保し、育成し、適切に処遇しなければならない。そ

のためには新たな社員教育の充実が望まれる。例えば技術マネジメント教育の導入と整備が必須で

あり、その際は、後述のように大学と手を携えたカリキュラム開発等が望まれる。

2.大学への要望

社会は大学に対して、「知の創造(研究）と伝承(教育)」による貢献を求めている。世界最高水準

の研究を推進するとともに、国際的に活躍できる、優れた人財を養成することを望んでいる。そのた

めには、大学は、社会の価値観やニーズなどが急激かつ根底的に変化していることを認識し、それを

先取りできるように、意識、組織、経営、教育方法を抜本的に変革する必要がある。

○社会的責任の認識

「象牙の塔」は既に死語に近いものの、その意識は未だ大学の処々に残津のように存在している。

社会変化に柔軟に対応することの前提は、教員一人一人が社会に対する使命と責任を深いレベルで

認識することである。それは大勢迎合や画一化とは無縁でなければならない。

○息の長い研究への取り組み

評価の制度化だけが理由とは思われないが、最近息の長い研究への取り組みが減り、短期間に成果

が得られるような種類の研究が多いようである。大学の社会的役割として、社会が必要とする高度

で息の長い研究も今後益々求められるようになろう。そのような研究を実施し、支援し、評価する

仕組み作りが望まれる。

○技術人財の育成と産学協力

製造業再生という視点からは、国際的に比肩できる技術人財、とくに技術経営の基幹人財を育成す

ることが望まれる。具体的には、問題解決型の実践的カリキュラムを充実するとともに、技術経営

については技術を重視した企業経営の思想と手法の徹底的な教育が望まれる。このような教育を実

現するためには、大学と産業界とが手を携えて製造業再生のための教育にあたるという強い連帯意

識の形成が急務である。加えて、国際的視野から教員および学生の抜本的な流動化を図り、大学を

競争的にすることと、これまで以上に社会人を教員として積極的に受け入れ、大学と産業界の交流

を一層密にすべきである。さらには大学教員が自ら起業家となって新しい産業を興す気概を持つこ

とも期待したい。

EAJNEWSNo､872002.83



3.政府への提言

知的製造業の振興を図るためには、企業の自助努力、大学の改革、産学協力が不可欠である。政府

は、それを加速し、促進するための環境作りという重要な役割を担っている。そこで当面の施策の重

点として以下を提言する。

○競争力強化や創造的活動に挑戦する企業の支援

政府の今後の施策は、企業が変化に対応するために行う様々な自助努力を支援するという、間接的

な支援に重点を移すことを強く要望する。例えば、研究開発強化を促すための減税措置では対象を

拡大する、公共調達により新製舶の開発努力を支援する、さらに企業の自主性が生きるための規制

緩和を推進するなどである。そのためには、政策の策定や実施を省庁の枠を超えて総合的・有機的

に進めるよう強く要望する。

○評価の充実

評価の制度化が進行するに伴い、評価文化も定着しつつあるものの、未だ熟しているとは言えない。

先述したように、ともすれば短期的な成果が求められる研究への傾倒がその一例である。評価が理

想的に機能するために、評価の評価、評価人財の発掘、育成、処遇などのための施策を一層充実す

べきである。

○長期的視点に立った研究開発の推進

政府の研究開発投資では、短期的な成果重視に行き過ぎることなく、リードタイムの長い未開拓分

野も重視すべきである。さらに、政府の研究開発投資の有効性が一層改善されることを要望する。

4.追記

本アカデミーが中心となって、定常的に産学官が「知的製造業」について意見交換するための（セ

ミナーあるいはフォーラムのような)機会を設定・運営し、提言の実態化につながる活動を組織化す

る。

参考：経済産業省産業競争ﾉJ戦略会議の中間答申(2002年５月10日）

（http://www5.CaO・gojp/shimon/2002/0513/O513ilem2・pdf）

経済活性化・競争力強化に向けた戦略プラン（6つの戦略）

戦略１：我が国を高付加価値拠点化する---------技術革新（イノベーション）を生み出し、それを成長

産業の勃興、潜在的需要の開拓、産業競争力の強化につなげる。

戦略２：競争力ある企業を伸ばす----------企業の「選択と集中｣、産業の再編を促すとともに企業活動

を支える基盤インフラを強化し、高コスト構造の低減を図る。

戦略３：サービス経済化と雇用機会の拡大を図る----------サービス経済化、創業‘新事業の促進、労働

移動の円滑化により人的資源の最適配分の実現を図る。

戦略４：内外の資本・頭脳を誘致する----------国富を生み出す内外の人材や企業の機能を我が国の国内

に惹き付ける。

戦略５：「東アジア自由ビジネス圏」を形成する----------東アジアとの経済連携の強化を我が国の経済

成長の原動力とする。

戦略６：２１世紀の新市場を創出する----------需要が拡大する経済構造をつくる。

①中長期的需要喚起の観点からの税制改革、社会保障制度改革

②２１世紀をリードする大きな市場(需要)の創出

（１）環境・エネルギー（２）情報家電・ブロードバンド・ＩＴ

（３）医療・'健康・バイオテクノロジー（４）これらを支えるナノテクノロジー・材料

の4 分 野 に つ き 行動計画を策定する。以上
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鰯 ２００２年春の会員叙勲勲一等旭日大綬章受章の豊田章一郎会員の業績

nJ

ｆＩ

h,

Ｉ

本年度の春の叙勲で、豊田章一郎会員が熱一

等旭日大綬章の栄誉に輝かれた。

平成７年の勲一等瑞宝章受章に続いてのご受

章で工学アカデミーとして心からお祝い申し上

げたい。同氏は昭和27年にトヨタ自動車工業

㈱にご入社、その後、昭和57年にトヨタ自動

車工業㈱と、トヨタ自動車販売㈱の合併による

新トヨタ自動車㈱の社長に就任された｡その間、

技術部門、生産部門を中心に活躍され、我が国

初の乗用車専門工場の建設に大変強力な指導力

を発揮され、これが世界に冠たる我が国乗用車

生産のスタートとなったことは特筆される。ま

た、品質管理の徹底、量産体制の確立、排出ガ

ス規制への対応など我が国自動車工業発展の基

盤づくりに多大の貢献をされたことは多言を要

しない。

｜‐~■■国■苫E３Ｉ

隈部英一／mcH7KUzl必Ｂ万

同氏は、“自動車を通して、豊かな社会づく

り”に貢献することを経営理念として自動車工

業会の会長としてもトヨタ自動車の経営者とし

ても事業活動をリードされて来たのだが、その

一端をご紹介する。国内の新会社の経営を早急

に軌道に乗せるとともに､そのF1を世界に向け、

海外進出も積価的に推進され、国際的な競争と

協調に意を尽くされ、当該地域の発展に大いに

貢献された。また、１１，１，質、価格ともに魅力ある

商品を顧客に提供することの大切さを訴え、お

客様満足度向上活動の強力な推進を指導され

た。

同氏は昭和3()年には“内燃機関用噴射弁の研

究”により工学博士号を取得、昭和34年には世

界水準を凌駕する小型・高性能の自動車用ヂー

ゼルエンジンの開発により、日本機械学会技術

賞を受賞されている。

平成2年に(社)経済N1体連合会の会長に就任

され経済界のリーダーとして低迷の続く我が国

の景気lIIl復、その鍵となる経済構造改革への着

手、行政改抽のための提言のとりまとめ、人材

育成の強化にたいする参IIlIli、地球環境、エネル

ギー問題への対応など経済界を取り巻く諸問題

の解決に向けて大きな役割を果たされるととも

に、国政レベルの諸幕議会の委員、諾|寸|体の役

員なども精力的にこなされている。平成9年か

らは（財)２０()5年１１本国際博覧会協会会長をつ

とめられ、その成功のためにご活躍中である。

日本工学アカデミーはいま大きな転換期を迎

えようとしている。この時期にこそ、氏の卓越

したリーダーシップが必要とされている。こん

ごともますますご健勝で我々をお導きいただく

ようお願いをして磯田さんの業績のご紹介を終

わる。

IpMNEWSNo､872002.85



っては、東京での種々の会合や研究会活動に参

加する機会も、地理的、時間的な側面からどう

しても制限されてしまいます。また、地区活動

の企画においても、多忙な会員の日程を調整し

て行う行事としては、年に1度の講演会。懇親

会を開催するに留まらざるを得ず、必ずしも地

区会員に十分な活動の場を与えることが出来

ず、'M員促たる思いを抱いてきたことも事実であ

ります。

地区活動の会合には会員のみならず、若手研

究者にも会員の同伴者として参加して頂き、ア

カデミーへの要望など意見交換の機会を持つよ

うにも心掛けて参りました。

以上のような経験に基づき、今後の地区活動

の活性化を図るために必要なことは何かと考え

てみますと、１．日本工学アカデミーの果たす

役割、それに基づく活動実績を広く会員に周知

徹底させる方法の再検討、２．地方の若手研究

者・技術者にも本会の活動に参加しうる新しい

方策の検討、が必要ではないかと思われます。

遠隔地同志の会員が一堂に会する機会は少な

くとも、情報ネットワークの利用により、相互

の連絡も容易に出来るようになっております。

会員のメールアドレスデータの構築とその活用

により、会員へのEAJＮＥＷＳの速報やその他の

情報を随時お知らせすることが出来れば、地区

会員にも本会の活動がより身近なものとなり会

員サービスの向上になるのではないでしょう

か。さらに、昨年から本アカデミーが取り組み

完成させた産業技術知識基盤構築事業（デジタ

ルニューデール、DND)のシステムを利用して、

会員相互の情報交換の場を広げることにより、

地区活動の新たな展開ができるのではないかと

期待している次第であります。

本会のさらなる発展のために、会員の皆さん

のご協力をよろしくお鵬い致します。
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1987年日本工学アカデミーが任意団体とし

て設立されて以来、本年は15年目の節目の年

を迎えることになりました。現在、我が国は、

明治維新、第二次世界大戦後の復興期に次ぐ第

３の大きな改革期を迎えているといえます。現

在の不況を脱却して、科学技術立国としての再

生を図るためにも、日本工学アカデミーの果た

す役割は非常に重いものであると自覚しなけれ

ばなりません。この重要な時期に、本会は西津

潤一先生を新会長に迎え、会員選挙に基づく新

役員を加えてスタートをきることになりまし

た。私も、５月20日の総会において地区活動の

あり方の再構築と活性化方策の検討を中心に日

本工学アカデミーの発展に尽力すべ〈、副会長

としての重責を担うことになりました。

本会は1987年の発足以来、国際工学アカデ

ミー(CAETS)への加入（1990年)、社団法人へ

の改組（１９９７年）、アカデミー定款の制定

(1998年)、活動方針の改定(2000年)、役員選

挙の実施(2002年）など、アカデミー設立時の

目的達成のために必要な改善策を着々と進めて

きております。

私は4年前に、東北・北海道地区の担当理事

に就任して以来、地区活動のあり方を中心に微

力ながら工学アカデミーの発展に努めて参りま

した。

しかしながら、東北・北海道地区の会員にと

裸ロﾛ、

へ
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副会長就任にあたって

‘＃

思いもかけず、本アカデミーの副会長に就‘任

することになりました。私個人にとっては誠に

光栄なことですが、伝統ある工学アカデミーで

このような立場に就くのは、私の力に余るこ

とではないかと責務の重大さに恐れをなしてお

ります。西津会長を始め、諸先輩のご指導とご

支援を得ながら微力を尽くしていきたいと考え

ております。

工学アカデミーは、産官学を通じて我が国の

工学界を代表する専門家の方々が集う場であり

ます。現在の社会はあらゆる面でエンジニアリ

ング化が進みつつあると考えられています。い

わゆる工学的な解析や分析手法は、産業と密接

につながる科学技術の分野だけでなく、社会工

学、金融工学など社会科学や人文科学の領域に

いたるまで広がっています。その意味でも、日

本工学アカデミーの役割は一層重要になってい

るのでしょう。社会のエンジニアリング化が進

んでいることは、近年のグローバル化の流れと

も無縁ではありません。国境を越えたヒト、モ

ノ、カネの動きが盛んになるにつれ、同じ考え

方、同じ方法論、同じ基準を世界全体に通用さ

せようとする機運が高まっているわけです。共

通の認識や基準を持たなければ、相互理解や国

際的な課題の解決も困難になるのは当然です。

このことがわれわれの日常生活にも及んできて

いるというのが実感です。

もともと工学はそのような性格を持っていま

す。科学に根をおく技術では、同一の原理、同

一の論理が世界のどこででも通用するはずで

す。しかし一方で、工学が現実の社会でのさま

ざまな問題を技術によって解決することを使命

Ｉ

圃武豊喜／Tｏ

■■■■函画ロﾛ ■

γＯ灯ﾉＷﾉﾉVﾉ7~ｿIﾉﾏrﾉ５

とする以上、社会の多様性を無視することはで

きません。先日のワールドカップの盛り上がり

は印象的でした。自分の国のチームの勝ち負け

に全世界が一喜一憂する様子を目の当たりにし

て、サッカーのもたらしたグローバル化は同時

に地域意識を驚くほど高揚させていることがは

っきりしました。いわゆる「日の丸」問題も、

戦争責任の狭い論議から解放する時期がとっく

に来ています。

工学も勿論地域性を持っています。私事にな

りますが、数年前から環境工学に関わる学部の

設置に関わってきました。学部のミッションや

カリキュラムを考える上で悩んだのが、環境工

学の多様性です。学問や技術の多様性だけでな

く、環境技術で解決しようとする課題には地域

性、ローカル文化が色濃く反映されるはずであ

り、画一的な世界基準だけで解決できるもので

もありません。環境工学の多様性を教育内容の

中にどう入れ込むかについての満足できる'''１答

はまだ見つかっていません。異文化に対する積

極的な姿勢をとること、ケーススタディを通じ

て現実の課題の複雑さを体験させることくらい

が当面の方法です。

環境工学の抱える難しさは、これからの工学

一般に通じるのでしょう。単一原理に基づく部

分と地域や風土を反映する部分とのせめぎあい

や融合が、これからの工学の発展に欠かせない

のかもしれません。生物多様性ということばが

あります。それは、生態系の豊かさを示すだけ

でなく、多様性に乏しい生物種は環境変化に弱

い、という意味で生物種としての丈夫さを表す

指標になります。工学においても、そのような

多様性が工学の真の強さをもたらす可能性があ

ります。九州地区の出身であることもあって、

これまで関わったいくつかの学会活動でも、全

国共通の課題と地域の特徴をどう折り合わせる

かが気になっていました。工学アカデミーでも

同様で、地域活動はいろんな問題を持っていま

す。ぜひ、いろいろと教えていただきたいと願

っております。
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って実力がついて来てから国の金をもらうよう

にしたらよいと思い、皆さんとも相談し、ゴル

フクラブの入会金や会費に比べてもたいしたこ

ともなかろうと、年10万円の会費を決めたこ

とを思い出す」とインタビューに答えられてい

ます。現在本会の会員の平均年齢は70歳です。

年金生活に入っての年10万円という会費の負

担をどうするか、大きな運営上の課題だと思い

ます。

本会の会員の年齢分布を見ますと、８０歳以

上の会員が90名、７０歳台、６０歳台がそれぞれ

211名、221名、各歳20名強でフラットに分布

しています。５９歳から50歳までは各歳一桁の

人数で9人から１人へ直線的に少なくなってい

ます。私自身振り返ってみると、５０歳半ばの

現役のころ一定の地位につき､業績も評価され、

入会を認められました。こんなパターンが年齢

分布にも映し出されているように思います。

15年の歴史をひもといてみると、アカデミー

の創立を支えた世代が75歳を越え、次の世代

に運営の中心が移り始め､社団法人化が実現し、

2000年の７月には「日本工学アカデミーの使命」

が明文化されました。この使命を継続して達成

してゆくためには次の世代である50歳代の会

員の増強が必須です。

昨年のエンロン破綻、最近のワールドコムの

不正経理など、米国企業会計への不信から、世

界経済への大きな影響が危倶されています。日

本の少子化は大学をはじめとする教育界に様々

なインパクトを与え始めています。ロシアのサ

ミット議長国引き受け、中国のWTO加盟、各

地域でのテロの増加などわれわれを取り巻く状

況はめまぐるしく変化しています。科学技術の

進歩と社会との関係がいろいろな局面で問われ

ようとしています。

工学の責任あるプロフェッショナル集団とし

て、本会がその使命を達成するよう諸先輩の足

跡をレビューし、大きく変化していく世界と日

本を注視して、本会がその存在価値を一層高め

るように努力したいと思っております。

⑳ 専務理事就任にあたって
ｌｌｌｌＩ‐ 国璽回■邪Ｉ

／ＯＷＩＭＡＤＡ郁夫／IKUo山田
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日本が米国に追いつき､追い越したといわれ、

バブルに酔っている時、米国科学／工学アカデ

ミーから強い働きかけがあり、日本学術振興会

の中に第149委員会が1984年末に設置され、産

学のハイレベルの日米会合が何度か開催されま

した。この動きと平行して、米国工学アカデミ

ーに相当する組織の必要性が認識され、設立準

備がはじまり、1987年４月１６日、日本工業倶楽

部にて日本工学アカデミーの設立総会が行われ

ました。それから今年はちょうど15周年にな

りました。1998年１月５日、社団法人の認可を

橋本龍太郎総理大臣からいただいて、今年は４

周年になります。

初代会長はＮＥＣの小林宏治氏、２代目は向

坊隆先生、３代目は岡村線吾先生、４代目は三

菱マテリアルの永野健氏を経て、西様潤一先生

が5代目会長に就任されました。初代専務理事

はＮＥＣの武田行松氏、２代目は三菱マテリア

ルの桜井宏氏、３代目は日産の得田与和氏と続

き、この５月に4代目の専務理事として就任し

ました。どうぞよろしくご指導、ご支援のほど

お願い申し上げます。

私はちょうど十年前の54歳の時、三菱電機

の技術管理部長をしていた頃に、大先輩から入

会を勧められ、現在東京工科大学学長の相磯秀

夫先生に代表推薦者をお願いして、アカデミー

会員になりました。当初年会費5万円でしたが、

翌年から10万円になり、現在に至っています。

｢第149委員会の活動の歴史」の中で、故猪瀬

博先生は「日本工学アカデミーも1987年にス

タートすることになったが、先ず自己資金でや

一、
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得田与和／ToMoKAzU7ひkUDA鶴 専務理事退任のご挨拶

還暦も過ぎると、身体にもっとも悪いのは何

でしょう。お酒、タバコ？いやいやそんなの

マイナーです。断固忌避すべきは加齢、という

のが私の年来の主張です。

”日頃付き合っている人をいってごらん、あ

なたがどんな人物かいってみせよう!!、といっ

たのは誰だったか、どうしても思い出せないの

です。いや上ヨットするとそんなこと誰もいっ

ていませんでしたか。年はとりたくないもので

すね。

何をいいたいか。つまり、アカデミーの専務

理事であった2年間、私が職掌上お付き合いし

たのは、わが国を代表する鍔々たるエンジニア

ばかり。先のアフォリズムからすれば、私も超

一流人物と判定されかねません。それはもちろ

ん冗談ですが、まず多くの至福の体験をさせて

いただいたお礼を申しあげたいのです。

岡村網吾先生ご夫妻とご一緒したヘルシンキ

CAETS大会の1週間、西葎潤一先生が率いる

EAJ代表団に随伴した重慶での日中韓円卓会

議、足繁く通った三菱マテリアル㈱22階の永

野’健会長（当時)室など。役得とはいえ、普段

なら十分お話もできない方々から、親しくご指

導を受けることができたのは、望外の幸せでし

た。

もちろん、各種委員会、専門部会の裏方とし

て、多くの著名なメンバーに親炎できたのも、

無上の得がたい経験でした。専門的造詣の深さ

や切れはいわずもがな､それでいて誠実で温厚、

しかも酒脱で闇達、感服させられる方ばかりで

した。私がこの2年間に得た最大の幸運は、そ

のような多くの秀でた人格に接する機会が与え

られたこと。今は感謝の気持ちで一杯です。

では、アカデミー生活はハッピーであったの

かと問われれば、意に反し、楽しい日々は少な

かりし、と告白せざるを得ません。

Ⅲ人生は素晴らしい。勇気とイマジネーショ

ン、そして少しばかりのお金があれば川とは、

これは忘れもしないチャップリンの台詞です。

悶々の日々の原因は、この少しばかりのことで

した。

ところで､私の所属雌がもっとも古い団体は、

機械学会ではなく日本観光通訳協会。毎年会費

請求が来ると、今はまったく実益はないので一

瞬考えますが、「昔の稼ぎのお返し。お布施代

わりで、まあイッか｣と、結局40余年間も営々

と払い続けております-。かの卓抜な増子尿先生

の､アカデミー天神論”(EAJＮＥＷＳ,1997.4）を

念頭におけば、！'奉納金"といえましょうか。

しかし、１万円でなく１０万円、しかも毎年と

なると、Ⅲまあイッか'1なんて悠長なことはいっ

ておれません。皆様が折にふれ、アカデミー会

費の異常な高さに言及されるのも当然です。

いや専務理事をお引き受けしたからには、ご

納得が得られるよう何とかせねばならない責任

があります。また、アカデミーはこの数年赤字

体質。なのに役員報酬をのうのうと貰ってよい

のだろうか、との自責の念にも駆られます。

あれやこれやの想いから、ともかくこの2年

間それぞれの関係者のご協力を得ながら、ひた

すらアカデミーを変革すべ〈努めました。作業

部会制への転換、理事選挙導入、経済産業省

DND事業受託、事務所移転等がありました。

どうにか均衡財政体質に近づけ、身代を食い

つぶすことなく引き継げましたが、さらに今後

とも、皆様が会費に見合ったメリットを納得さ

れるよう責征を全うできるか。｜|夜いかに脳擬

を絞っても、残念ながら起死IMI生の妙策をひね

り出せそうにないのです。世に禁加齢がないの

なら、残るは専務理事の若返りが採るべき手だ

て、ということになります。

もう一つまったく仙人的事情ながら、私の生

涯最後の趣味は、欧州の僻地に点在するロマネ

スク聖堂100選巡礼と決めておりました。しか

し、今からいそいそと出かけるイタリアはデイ

ープサウス、Bari所在のサン・ニコラ聖堂はま

だ46番|ｌの札所にしか過ぎません。日暮れて

道遠し。急がねばならないのです。ロ、
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１３３回談話サロン「製造業を復活させる知能ロボット」

４月221-|の談話サロンは製造業復活戦略タス

クフォースが企画し、ファナック㈱ロボット研

究所の榊原伸介名誉所長にご講演いただいた。

講師は、ビデオ画像を活用して、ロボットの動

きをダイナミックに表示するなど、魅力的かつ

論旨明快にプレゼンテーションされた。講演後

には、活発な質疑応答が続いた。

ファナックは企業ビジョンや理念を明確に確

立している。例えば、「自然と資源を未来に残

す」という考えの下に山梨県に拠点を置いてい

る。モノづくりの考え方も明快である。すなわ

ち、モノは人間の文化的で快適な生活に必要不

可欠である。そこで、自然界にそのままの形で

は存在しないモノを工場で作る。工場では人と

機械がモノを作る。そこに製造業の重要性があ

る、と考える。

ファナックはロボットという資本財を生産し

ている。ロボットの生産数量はそもそも多くは

ない。そこで、高品質、高機能で低価格の優れ

た商品を一ケ所で集中生産し、全世界に供給す

ることが大切、と考える。その点、優れた生産

技術と熟練作業者に恵まれた日本は、ロボット

に限らず資本財の生産拠点として最適ではない

だろうか。

ファナックは、新しい製造方法、新しい製造

,ＩＩＥ ■■車■■■■ロ
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榊 原伸介氏

機械、新しい製造シス

テムを開発、実践する

ことが資本財メーカに

与えられた使命であ

り、Ｈ本の製造業の競

争力強化に貢献できる

道と考え、努力を積み

重ねている。製造業の

競争力強化には生産技

術の高度化が不可欠で

ある。それは、ロボッ

ト化、超精密化、ＩＴｲ｛卜化、超精密化、ＩＴ化、知能化で実現される。

ファナックの知能ロボットはこの4つを高度に

保持している。

昨今の国内製造業の抱えている主な問題は、

(1)中国等アジア地域の低賃金に基づく低い製

造コストとの競争、（２）ユーザからの多様な

要求への迅速な対応、（３）高齢化・少子化に

よる熟練作業者数の大幅な減少、の3つに集約

される。産業用知能ロボットはこれらの問題を

解決して、空洞化を防ぐことができる切り札と

なり得る。実際、トータルな設備コストを大'偏

に削減できるなど、知能ロボット導入の効果は

大きく、広範である。それ故に産業用知能ロボ

ットは製造業を復活できる鍵になり得る。

鯵 第１３４回談話サロン「我が国製造業における競争力強化の一視点」

５月８日に藤本隆宏東京大学教授から標記の

テーマで講演していただいた。これは製造業復

活戦略シリーズ第３回である。藤本講師は、論

理明快かつ事例豊富に、我が国製造業の問題点

を指摘し、国際的な競争力強化の処方菱を示さ

れた。その後に続いた、質疑応答は活発かつ内

容豊富なものになった。

EAJNlEWSNo,8７２００２．８１０
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昨今の製造業に関する議論には雰囲気的悲観

論が多い。すべての産業を皆同じとする雑な見

方をし、悲観から楽観まで大きく振れ過ぎてい

る。欠けているのは「攻めるべきを攻め、守る

べきを守る」という戦略の基本であり、そのよ

うな戦略の構築には、既存の産業分類は役立た

ない。新しい分類が必要になる。

アーキテクチャー、すなわち設計の基本思想

鯉萄､
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を分類基準にすることである。あらゆる製胎は

製品の設計情報（その基本思想がアーキテクチ

ャー）と媒体から構成されている。そのアーキ

テクチャーの基本タイプは、「組み合わせ」型

(モジュラー型)対「擦り合わせ」型（インテグ

ラル型）であり、次に「囲い込み」型（クロー

ズド型）対「業界標準」型（オープン型）であ

る。戦後の日本企業は擦り合わせ型・囲い込み

型アーキテクチャーが得意な傾向にあり、米国

企業や中国企業は組み合わせ型・業界標準型と

相性がよいという傾向がある。

競争力は多層的に把握しなければならない。

下から順に、組織能力（自社が持っていて他社

が真似できない能力)、裏の競争力、表の競争

力、収益性である。最初の2層は企業の内部に

属し、顧客や外部から見えないものである。こ

れは我が国企業の能力構築競争の対象領域であ

り、切嵯琢磨されてきた。しかし、後半の2層

は国際的に我が国企業の弱い領域である。特に

鶴 ２００２／２００３年度役員紹介
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戦略構築能力の不足が

問題である。それには、

体を鍛えた上で頭を使

う、組織能力を収読に

結びつける、ことが要

諦になる。

得意技の見極めによ

るiillj面戦略を構築しな

ければならない。それ

は、得意分野は最大限

に伸ばし、苦手分野で

は謙虚にベストプラクデ

捨てることである。そオ

チャー論が有効である。

は謙虚にベストプラクテイスに学ぶ、あるいは

捨てることである。それには先述のアーキテク

チャー論が有効である。さらに自社製品・工程

のアーキテクチャーと顧客製品のアーキテクチ

ャーでポジション戦略を構築する。そして従来

の強みを生かしつつ、組雪織能力のバランスを改

善することが必要で、進化あるいは新陳代謝が

必要である。

１１１１１１１１１両圃

広報委員会では、新たな試みとして、役員（副会長、理事、監事)の皆様のご紹介を兼ねて、会員

へのメッセージを「所感｣、「抱負」という形で掲載させて頂くことにいたしました。掲載順序は、

原稿到着順とさせていただきました。毎号5名程度のご紹介を予定しております。

■▼写写■●画■■■■■Ｕ■■■■■■写■守毎■■ ご ■ 砂 ｡ ■ ■ 骨 ■ ■ ■ ■ ■ e ■ ● ■ ■ ● ■ ■ ● ● ● ● ● ● ● ● ■ ● ■ ● ● ● ｐ ● ● ● ● ● ● ■ ● ｡ ●■官●●p唇ゆむ■●pﾛ■｡■■■●●●●●■ひ●●●白｡●｡⑤●●●冊､●●｡●●b●●●●●●■●●●■Ｐ■●■■●■■b巳■■●■●B■■■●■■■●●■■●■｡■●⑤●●●■■●■■

｢ 日本を変えるために」理事山、敏之

（ソニー株式会社顧問）

枝術立|玉|を標榛している筈の日本なのに、現実には、理科離れ、学力低下、製造産業空洞

化、先端技術での立ち遅れ、など憂慮すべき問題が''1積している。工学界の叡智を集めたＨ

本工学アカデミーは、こうした現状を徒に嘆じるのではなく、また政治や企業の無為に帰す

のでもなく、自ら策を練I)、行動し、実効を上げ、その打開に力を尽す使命があると思う。

それこそ工学で身を立てた者が果たさねばならない、社会への還元というrlr務ではないだろうか。その意味で、

幾つかの建設的な提言や、デジタルニューデイールプロジェクトの遂行など、昨今アカデミーの新しい行動スタ

イルが生まれつつあるのはまことに喜ばしいことである。

私自身は長らく企業に身をおいた後、今は短期大学の経営にあたっている。そうした産学双方の経験を活かし

て、非才ながらアカデミーの活動に貢献でき、それが多少なりとも、liij述した'1本の姿を変えていく糸'1になれ

ばと願っている。
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｢監事就任にあたって」監事伊藤巣

（東京大学名誉教授）

理事の任期を終えてほっとした途端に、こんどは監事の大役を仰せつかることとなりまし

た。この2年間は広報委員長もつとめてきましたので、このところEAJの運営に随分と深入り

せざるを得ない状況が続くことになります。１０年程前日本学術会議会員であったとき、当時

の桜井専務理事から誘われたのが入会のきっかけですから、私の会員歴はとくに長いとは申

せません。しかし運営への関与が深まるにつれ、問題の多いことを理解するようになりました。広報委員会の立

場からも、EAJＮＥＷＳを通じて会員各位に失礼な対応があったかもしれませんが、これもEAJの活性化と発展を

願ってのことでした。EAJが内外に対して重要な組織であることは申すまでもありませんが、その基盤は、わが

国工学界のキーパースンたる方々をできるだけ多く会員にお迎えし、その方々のボランティア的活動に頼らざる

を得ないことを痛感しております。今後とも一層のご協力をお願いする次第です。

為

瀞
｢これからの｢|本工学アカデミー」副会長中原恒雄

（住友電気工業㈱顧問）

日本工学アカデミーが社団法人になってから4年を経過している。政府の補助金、寄附等

を得やすくするとともに、国内外の認知度を高めようと言う狙いであった。

永野前会長のリーダーシップのもと、経済産業省から「DNDプロジェクト」を受託し、

2002年４月にこれを無事納入し最初の実績をあげた。さらに、文部科学省の政策提言公募に

｢先端科学技術による新産業フロンティア計、lとして現在新産業フロンティア作業部会が中心となり応募中である。

一方、特殊法人・国立大学等の非公務員型独立行政法人が相次いで実現することとなっている。また、日本学

術会議の改革も議論されている。西燦新会長のもと、日本工学アカデミーが財政基盤の強化とこれからの新しい

環境への適応を図りつつ、産学官の連合体としての強みを生かして、存在感を内外で高めて行くべき時にさしか

かっている。これからの日本工学アカデミー会員各位の活躍が大いに期待される。

｢日本工学アカデミーのレゾンデートル」理事鈴木浩

（三菱電機㈱社会インフラ事業本部役員技監）

わが国の地位は低下し、いまや、ライオンと生活しているボツワナとライオンの髪型をま

ねしている総理大臣の国とが同じランクにいる(雑誌FORTUNE)。地位向上に向けて、国家

安全保障、産業競争力の点で、「知の創造立国」を志向したい。その実現には、政界、産業

界、学界の三位一体が必要である。学界としては、個別分野ごとの研究者､技術者の協会と

、個人の組織である11本工学アカデミーや学術会議の存在意義がある。しての学会のほかに、個人の組織である11本工学アカデミーや学術会議の存在意義がある。

三者の関係は、ダイナミックでなければならず、工学アカデミーが、内向きの閉じた組織では、知の創造はお

ぼつかない、もっとガバナンス機能を強化し、自己組織化を図るべきであり、会員も多数でなければならない。

EAJNEWSNo､8７２００２．８１２
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4桁１０００名程度が適当とおもわれる。活性化のために若い研究者や技術者をひきつけるような活動をし、メンバー

に入ってもらうことが必要であろう。こうしたメンバーが自律的に活動し､有機的に結びつくことが肝要である。

、にェ l工学アカデミーへの期待’ 監事城水元次郎

工学アカデミーの特徴は、学界と産業界に影響を持つ方々がおられることです。

この特徴を生かして学界と産業界のあるべき姿について警鐘を鳴らし、斯界の関係

者とマスコミの注意を喚起するのが使命と考えます。

ＩＴの話題の賑やかなこのごろ、学界と産業界の取り組みに大きな較差があるの

扱いです、産業界ではとうの筈に製品にハードとソフトがあり、ソフトの製造体制、はソフトウェアの扱いです。産業界ではとうの昔に製品にハードとソフトがあり、ソフトの製造体制、

市場ができています。しかし、大学ではソフトを学問としてどのように研究し、教育しているのでし

ょうか。ソフトに詳しい学生はいくらでもいますが、大学で教えることはそんなマニュアル的なもの

ではないでしょう。ソフトは自然科学でなく約束ごとの科学で、社会事象を自然科学の手法で体系化

すべきと考えます。産業界の対応もお座なりが多く、産業のソフト化が進んでいるのにその動向をど

のような指標，統計値で把握すべきかも定かでありません。経済学者を含めて産業構造の変化を議論

すべきと考えます。

監事の任務は業務の監査にありますが、理事会の問題意識については意見を述べさせて戴きます。
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客員会員ProfWalterA・Rosenblith

ご逝去

1988年より客員会員のWalterARosenblith

氏(MIT名誉教授)が、去る５月１日に88歳で

お亡くなりになりました。謹んでご冥福を

お祈り申し上げます。

向坊隆最高顧問ご逝去

日本工学アカデミー第二代会長を務めら

れた、最高顧問の向坊隆会員が、去る７月４

日、心不全のため85歳でお亡くなりになり

ました。謹んでご冥福をお祈り申し上げま

す。

尚、追悼文は、改めて次号に掲載の予定

です。

広報委員長交代

広報委員会では、委員長が伊藤単会員か

ら大島築次会員に交代することが７月１８日の

理事会で承認されました。

第４回日本感性工学会年次大会(協賛）

会期：2002年９月12日（木）-14日（土）

会場：文化女子大学新都心キャンパス

(渋谷区代々 木3-22-1;JR新宿南口下車徒歩7分）

間合先：日本感性工学会事務局

Ｔｅl/Fax:03-3549-7727

ＵＲＬ：http:"ＷＷＷ､jskeoorg／

日本学術会議第５部会員との懇親会

日時：2002年10月15日（火）１８:00-

場所：はあといん乃木坂4Ｆ413号室

IZAJNEWSNo､8７２００２．８１３



村上光清先生は本年５月２１日ご逝去されまし

た。ご遺族のお嘆き如何ばかりかとここに謹

んで哀悼の意を表させていただきまさす。

先生は昭和18年名古屋帝国大学工学部機械

科をご卒業され、昭和23年に大学に戻られ、

昭和59年名古屋大学を定年退職されるまで、

水車吸出管の振動、流体機械の低流領域性能

とその改善など、水力機械の不安定解析と性

能向上等の研究に従事され、数多くの研究論

文を発表し、戦後我が国の流体機械技術の発

展に大きな貢献をされてきました。

先生はまた自称「骨相学者」として、新聞

写真の切り抜きなど丹念な骨相に関するデー

タの蓄積と分類に基づき、頭形(すなわち骨

相）から性格、才能などを予測することに定

評がありました。

ここに深く先生の逝去を悼み、生前のご功

績とご指導に対して、限りない尊敬と感謝を

捧げます。

（名古屋大学教授菊山功嗣氏）

井上順吉先生は、去る５月26日に北九州市立

医療センターで肺炎のため永眠されました。

先生の生前のご功績を忍び、謹んでご冥福を

お祈り申し上げます。

先生は、1943年九州帝国大学工学部機械工

学科を卒業後、内閣中央航空研究所、鉄道技

術研究所を経て、明治工業専|:111学校、九州工

業大学および九州大学において、長年にわた

り、機械工学の教育と研究に従事されました。

1981年より九州工業大学の学長を2期、引き続

き西日本工業大学の学長を歴任されるなど、

高迩な人柄で教育研究を通して多くの人材を

育成されるとともに、大学運営にも多大な貢

献をされました。

先生のご専門は機械力学で、コイルばねの

静的・動的挙動、振動利用や振動機械の自己

同期化現象などにおいて先駆的な研究業績を

残されました。これらの学問と大学運営の両

面におけるご功績により、1992年勲二等旭日

重光章を受章されておられます。

（井上雅弘会員）

村上光清会員

名古屋大学名誉教授

井上順吉会員

九州工業大学元学長

鐸嘩、
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2002年５月２１日逝去享年8１ 2002年５月26日逝去享年8４

〆夷、

鵜社団法人一日本工学アカデミー広報委員会

1－_＝元云一言
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